
整備事業評価書（強い農業づくり交付金）

都道府県による総合所見 地方農政局等による総合所見

産地競争力の強化

食品流通の合理化 2 0 2 312.0 0 無

　卸売市場施設整備を実施した２地区において、成果目標を
達成することが出来た。

　横浜市：
　成果目標（集荷力の向上）については、1日あたり平均取扱
頭数が、平成21年度は73頭、22年度は69頭と目標値を大幅
に超えている。23年度以降は東日本大震災の影響により平
均取扱頭数が前年度より減少したが、25年度は54頭と目標
値となっており、成果目標を達成している。

　川崎市：
　成果目標Ⅰ（物品評価の改善）については、平成23・24・25
年連続で目標値を大幅に超えており、成果目標を十分に達
成している。
　成果目標Ⅱ（物流コストの削減）においては、平成24・25年
連続で目標値を超えており、成果目標を達成している。

　全ての成果目標について目標が達成されており、十分な事
業効果が認められる。

（注）１．「成果目標の平均達成率」欄は、別紙様式２に記載された率について確認の上、転記する

　　　２．「都道府県による総合所見」欄は別紙様式２に記載された内容を確認の上、転記する

（都道府県名：神奈川県）
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評価対象
地区数のう
ち、都道府
県が事業
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へ改善指
導を必要と
した地区数

地方農政
局等から都
道府県計
画の改善
指導の必
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Ⅱ　食品流通の合理化を目的とする取組用（平成１９～２０年度実施事業）

（神奈川県　平成26年度）

事業内容
（施設区
分、構
造、規模
等）

事業費

備
考

（円）

交付金
都
道
府
県

市町村費
そ
の
他

横
浜
市

横浜
市中
央卸
売市
場食
肉市
場

横
浜
市

卸
売
市
場
施
設
整
備
の
推
進

効率
的な
市場
流通

集荷力
の向上
(目標年
度にお
ける取
扱頭数
が推計
値を
5.88%超
過)

平均取扱頭数
(牛)

51頭/１日
(平成17年度)

平均取扱頭数
(牛)

73頭/１日
(平成21年度)

平均取扱頭数
(牛)

69頭/１日
(平成22年度)

平均取扱頭
数
(牛)

59頭/１日
(平成23年

度)

平均取扱頭
数
(牛)

55頭/１日
(平成24年

度)

平均取扱頭
数
(牛)

54頭/１日
(平成25年

度)

平均取扱頭数
(牛)

54頭/１日
(平成25年度)

目標値
の

100％

平成21～
25年度の
1日あた
り平均取
扱頭数
は、目標
値の54頭
と同等
か、上
回って推
移してい
る。

大動物解
体室、け
い留所、
内臓処理
施設の改
良(鉄筋コ
ンクリー
ト造平屋

建)

1,315,174,150 396,677,000 0 918,497,150 0 H21.3.31

大動物解体室
解体ラインを
オンレール･
ドライ方式に
改良したこと
により、衛生
管理や作業効
率が向上し、
平成25年度の
平均取扱頭数
は54頭とな
り、計画時の
目標値を達成
した。

成果目標(集
荷力の向上)
について
は、平成21
～24年度の1
日あたり平
均取扱頭数
は目標値の
54頭を上
回って推移
し、25年度
は54頭と目
標値となっ
ており、成
果目標を達
成してい
る。

市
町
村
名

市場
名

事
業
実
施
主
体
名

取
組
の
分
類

メ
ニュ
ー

負担区分（円）

完了年月
日

２年
後
（平
成◇
年）

３年
後
（平
成○
年）

都道府県の
評価

達成
率

成果
目標
の具
体的
な実
績

成果目標Ⅱ

事業実施主体
の評価

目標
値
（平
成○
年）

成果目
標の具
体的な
内容

事業実施後の状況

計画
時
（平
成△
年）

１年
後
（平
成□
年）

成果目標Ⅰ

成果目標
の具体的
な実績

メ
ニュ
ー

計画時
（平成17年）

１年後
(平成21年）

２年後
（平成22年）

5年後
（平成25
年）

成果目
標の具
体的な
内容

目標値
（平成25年） 達成率

事業実施後の状況

３年後
（平成23
年）

４年後
（平成24
年）

該当なし 



２．整備事業

Ⅱ　食品流通の合理化を目的とする取組用（平成２３年度実施事業）

（神奈川県　平成26年度）

事業内容（施
設区分、構
造、規模等）

事業費

備
考

（円）

交付金
都道
府県
費

市町村費
その
他

川
崎
市

川崎
市地
方卸
売市
場南
部市
場

川
崎
市

卸
売
市
場
施
設
整
備
の
推
進

安
全・
安心
な市
場流
通

物品評
価の改
善
(全国を
100とし
た場
合、当
市場の
卸売単
価が施
設整備
前の値
を2.4ﾎﾟ
ｲﾝﾄ以上
超過)

全国を100と
する指数値
に対し75.8
(平成20年

度）

当市場卸売
単価

591.9円/kg
全国平均
卸売単価
781.0円/kg

全国を100とする
指数値に対し
90.3

(平成23年度）

当市場卸売
単価

712.1円/kg
全国平均
卸売単価
788.4円/kg

全国を100とす
る指数値に対し

96.2
(平成24年度）

当市場卸売
単価

763.5円/kg
全国平均
卸売単価
793.7円/kg

全国を100とす
る指数値に対し

92.7
(平成25年度）

当市場卸売
単価

755.8円/kg
全国平均
卸売単価
815.5円/kg

全国を100とす
る指数値に対し

78.2
(平成25年度）

当市場卸売
単価

610.8円/kg
全国平均
卸売単価
781円/kg

704.2%

(市場指
数2.4ﾎﾟｲ
ﾝﾄ増の目
標値に対
し、16.9
ﾎﾟｲﾝﾄ増)

取扱数量
及び取扱
金額とも
に減小し
ている
が、加工
品等の卸
売単価が
増となっ
たことか
ら卸売単
価が16.9
ﾎﾟｲﾝﾄ増と
なった。

効
率
的
な
市
場
流
通

物流コスト
の削減(施設
の管理コス
トを14.2%以
上削減

平成20年度
現状管理費
を100とする

4,038千円

平成20年度
現状管理費
を100とした
場合80.2%
(19.8%削減)

3,242千円

平成20年度
現状管理費
を100とし
た場合
71.6%

(28.4%削
減)

2,892千円

平成20年度
現状管理費
を100とし
た場合
81.3%

(18.7%削
減)

3,285千円

85.8%
(14.2%の
削減)

3,464千円

131.7%

(計画時
の現状
管理費
の
81.3%)

計画時と比
較して電力
使用料は
18.7%の減と
なった。

水産卸売
場棟低温
化改修
（水産卸
売場,249
㎡)

41,993,595 16,797,000 0 25,196,595 0 H22.11.19

(1)成果目標Ⅰ
においては、適
正な温度管理が
可能な施設の整
備により卸売単
価が16.9ポイン
トの増となっ

た。

(2)成果目標Ⅱ
においては、電
力使用料は、目
標値の14.2%に
対して18.7%

と、131.7%の達
成率となってお
り、施設改修に
よる効果が出て

いる。

(1)成果目標Ⅰ
（物品評価の改
善）について
は、平成23・
24・25年連続で
目標値を大幅に
超えており、成
果目標を十分に
達成している。

(2)成果目標Ⅱ
（物流コストの
削減）において
は、平成24・25
年連続で目標値
を超えており、
成果目標を達成
している。

成果目標Ⅰ 成果目標Ⅱ

成果目
標の具
体的な
内容

事業実施後の状況

成果目標の具
体的な実績

成果目標の具体
的な実績

都道府県の評価

計画時
（平成22年）

１年後
（平成23年）

２年後
（平成24年）

完了年月日

２年後
（平成24年）

事
業
実
施
主
体
名

取
組
の
分
類

メ
ニュ
ー

達成率

負担区分（円）

３年後
（平成25年）

都道府県平均達
成率

312．0%
総合所見

卸売市場施設整備を実施した２地区において、成果目標を達成することが出来た。
横浜市：成果目標（集荷力の向上）については、1日あたり平均取扱頭数が、平成21年度は73頭、22年度は69頭と目標値を大幅に超えている。23年度以降は東日本大震災の影響により平均取扱頭数が前年度より減少したが、25年度は54頭と目標値と
なっており、成果目標を達成している。

川崎市：成果目標Ⅰ（物品評価の改善）については、平成23・24・25年連続で目標値を大幅に超えており、成果目標を十分に達成している。

　　　　成果目標Ⅱ（物流コストの削減）においては、平成24・25年連続で目標値を超えており、成果目標を達成している。

事業実施主体の評価

３年後
（平成25年）

目標値
（平成25年） 達成率

計画時
（平成22年）

１年後
（平成23年）

メ
ニ
ュ
ー

成果目標の具体
的な内容

事業実施後の状況

目標値
（平成25年）

市
町
村
名

市場
名


